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研究成果の概要（和文）： 

 
 現代英語では代名詞主語と（法助）動詞が並置される場合、後者が縮約されて前者へ依存す
る（e.g. it is > it’s）が、通言語的視点から見た場合、逆の形態依存関係が主流である（e.g. je aime 
‘I love’ > j’aime（フランス語））。現代英語に見受けられる特異現象の発生経緯を考察し、後期
中英語期から初期近代英語期にかけて起こった「大母音推移」による音韻変化が起因している
ことが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 In Present Day English, (modal) verbs are morphonologically reduced onto pronominal subjects when 
they are juxtaposed e.g. it is > it’s. From a cross-linguistic perspective, the opposite dependency relation 
is much more common as seen in je aime ‘I love’ > j’aime in French. The survey results tell us that the 
Great Vowel Shift (GVS), which profoundly changed the way English words were pronounced roughly 
in 1500 through 1700, triggered such a weird morphonological relation in English.  
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、平成 18 年度から平成 20 年度ま
で採択された科学研究費若手研究（B）（「主
語の情報連鎖機能と談話構造に関する研究
―歴史英語から見た言語進化―」：18700263

研究代表・柴崎礼士郎）の延長線上に位置す
る。主語が旧情報を担う場合には通言語的に
「代名詞」が用いられる場合が多く、特に人
称代名詞は使用率が非常に高い。高い使用頻
度が確認される表現は音韻形態的に縮小さ
れることが知られており、事実、標準的な現
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代英語では I would > I’d, you have > you’ve, it 
is > it’s のように縮約型が広く用いられてい
る。ところが、代名詞と（法助）動詞が並置
される場合、代名詞が縮約されずに（法助）
動詞が縮約される形式は通言語的に異質で
ある。例えば、je aime ‘I love’ > j’aime（フラン
ス語）、ik heb ‘I have’ > ’k heb（オランダ語）等
が一般的であり、ドイツ語の方言でも Ich > I
と縮約されている事実がある。更に naiz ‘I am’
（バスク語）や var ‘I am’（グルジア語）の下
線部分のように、既に動詞活用の一部になっ
ている言語もある。つまり、現代英語の人称
詞を伴う縮約形は、通言語的に見て特異な言
語現象である。一方、中英語期から初期近代
英語期には他言語と類似する縮約形も確認
されている（e.g. it was > ’twas, it is > ’tis）。換
言すると、初期近代英語期以降、通言語的に
異質な方向へ言語変化を誘う何かが起こっ
たことは明らかである。 
 申請者が本研究に着手した時点では、国内
外を問わず、通言語的視点から現代英語人称
詞の特異性に注目している研究者は皆無で
あった。その意味で研究自体は試験的ではあ
るものの、言語類型論の地平を英語史から広
げるという意味では斬新な試みであった。 
 
２．研究の目的 
 

言語類型論上の分類の一つとして、「主要
部標示」（head-marking）と「依存部標示」
（dependent-marking）がある。その類型の中
で、代名詞主語は音韻形態的に縮約して述部
要素へ標示される前者のタイプが一般的と
されている。言語事実は「研究開始当初の背
景」で述べた通りであり、英語史においても
確認可能であった（e.g. it was > ’twas, it is 
> ’tis）。しかし、現代英語では形態依存関係
が逆転し（e.g. it is > it’s）、代名詞主語と（法
助）動詞が並置される場合には（標準的な用
法に限定すれば）縮約されるのは（法助）動
詞である。 

本研究の主目的は、英語史に特徴的な言語
変化を引き起こした要因を探ることにあり、
中心的な調査の時期は後期近代英語期（18 世
紀～20 世紀初頭）である。英語史研究の中に
おいて、後期近代英語は研究対象として軽視
される傾向にあったのは事実である。しかし、
本研究が取り組むべき言語変化の要因は後
期近代英語という直近の過去の精査である。
換言すれば、英語史研究の方法論的在り方を
根底から覆す可能性もある。 

現代英語の書き言葉が確立･普及して数百
年が経過している現在、英語学習者だけでは
なく英語研究者や言語学者までもが、その表
記法に疑問を持たずにいる現実がある。「標
準的現代英語では（代名詞）主語が卓立して
いるため論理的であるが、必ずしも主語を明

示する必要のない日本語は非論理的である」
などの解釈も未だ蔓延している。しかし、こ
うした見解は結果論に過ぎず、英語史に起こ
った通言語的に特殊な言語変化の連鎖を見
過ごしている。現代英語が世界標準語に成り
つつある現実は俄かには否定できないが、英
語と言う一言語の歴史に起こった出来事が
言語学的に標準であるとは決して言えない。 

 
３．研究の方法 
 
 研究目的達成のために、中英語末期（15 世
紀頃）から現代英語までの広い範囲を調査対
象時期とする。 
 歴史英語を研究対象とする利点は以下の
通りである。 
 
(1) 英語史には貴重な資料も多く、通時的研

究に適している。 
(2) 一方、本研究テーマに関する実証主義的

理論研究は僅少である。 
(3) 特に、機能言語学に依拠する後期近代英

語研究は稀有である。 
 

初期の言語変化は話し言葉に現れやすい

ため、本研究では可能な限り口語性の高いテ

キストを各時代から選ぶ。その際に、市販お

よび無償公開コーパスも併用して網羅的な

調査を心がける。つまり、15 世紀以降は演劇

作品を中心とし、直近数十年は大規模コーパ

スの会話部分等を中心資料として分析する。 
こうした歴史英語研究からの成果も大切

であるが、一言語の分析結果だけでは、理論

的および分析手順の妥当性を実証しかねる

可能性も否定できない。そこで、随時他言語

からの関連現象を引き合いに出し、どの時期

のどの変化が言語普遍的傾向にあり、どの変

化が当該言語に特有の変化であるかを、可能

な限り客観的に考察することにも細心の注

意を払う。 

 
４．研究成果 
 

通言語的に異質な形態依存関係を持つに
至った経緯として、後期中英語期から初期近
代英語期にかけて起こった「大母音推移」
（GVS）を無視することはできない。Jespersen 
(1909) によって名付けられた大母音推移と
は、強勢のある長母音の調音点すなわち舌の
高さが一段か二段高くなる現象である。舌の
位置が最も高い[i�]と[u�]の場合は、それぞ
れ二重母音化を引き起こした（[i�] > [Ιi] > [əΙ] 
> [aΙ], [u�] > [u] > [��] > [a�]）。つまり、一
人称単数代名詞主語 I は二重母音化を被り、
他の強勢を持つ語彙に依存することなく生
起できるようになった。換言すれば、I は主



 

 

要部となり、その証拠として I’m, I’ve, I’ll, etc.
などの表現を生み出すこととなった。高頻度
で確認できる I’m 表現は、同パラダイムの成
員である you are や it is へも連鎖的に影響を
与えて you’re や it’s を創出させ、結果的に、
英語は通言語的に異質な「代名詞主語の主要
部化」をパラダイム全体で完成させるに至る。 
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